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ヘルパー新年会を行いました！
2月1日（土）に学芸大学駅近くの居酒屋「ぐで
んぐでん」でヘルパー新年会を行いました。月例
会のあとにそのまま行ったこともあり、約30人も
の方々にご参加いただきました。普段、あまり関
りのない方々との話す機会になり、とても貴重な
時間になりました。月例会だけでなく、このよう
な機会を設けて、ヘルパー同
士の交流をさらに活性化して
いきたいです！今後とも、よ
ろしくお願いします。（種村）

月例会のお知らせ

３月１３日（金） 月例会
10時～12時 鷹番住区センター

４月１６日（木） 月例会
10時～12時 鷹番住区センター

（参加できない場合は、連絡をお願いします。）

映画『INDEPENDENT LIVING』の紹介
障害者が”自立生活”を選ぶ

障害者の自立生活を題材に撮影された『INDEPENDENT LIVING』という映画が話題を呼んでい
ます。監督の田中悠輝さんは、自らも介助者として働いており、障害当事者からの「自分たちの姿
を撮って欲しい」という声を受け、自立支援の現場で働きながら、３年にわたり撮影を続けました。
田中さんを突き動かし続けたのは、“自立生活”とその運動が持つ可能性をたくさんの人にしって
ほしいという思いでした。そして、自立生活運動の現場で力を得ていくのは障害者ばかりではない、
ということだ。生きづらさを抱える介助者もまた、力を得て生きる力を取り戻してほしいという思
いです。生きづらさを抱える、障害者、介助者の日々の証、「生きる証」としてのこの映画は、見
た人に生きる力を取り戻させるでしょう。生きづらさあなたに、元気を与えてくれる映画です。
以下の情報をご覧の上、ぜひ映画館に足を運んでみて下さい。（種村）

３/１４（土）初日舞台挨拶 at 渋谷ユーロスペース

登壇者：田中悠輝監督、鎌仲ひとみプロデューサー、平下耕三さん（出演者/ＮＰＯ法人自立生活夢

宙センター代表）、今村登さん（ＮＰＯ法人 自立生活センターＳＴＥＰえどがわ代表）

３/１５（日）トークイベント at 渋谷ユーロスペ―ス

登壇者：望月優大さん（ライター/ニッポン複雑紀行編集長）、田中悠輝監督

（車椅子をご利用の方：要事前予約）

３月１４日（土） はちくりうすの総会があります。どなたでも参加できます。
場所：八雲住区センター第２会議室 時間：１５時～１７時（先月のお知らせで１８時からと記載しましたが、変更になりました。）
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ヘルパー紹介キャンペーン中 （9月末まで）

はちくりうすでは、お力を貸していただけるヘルパーを大募集しています！そしてただいま、はちくりうすに協
力していただける方を紹介して下さった方々には、インセンティブを設けております。ぜひ、奮ってご紹介くださ
い！インセンティブの概要に関しては、以下のようになっています。

有資格の方→ 契約時 １０，０００円
有資格の方→ 勤務半年後 ２０，０００円
有資格の方→ 勤務１年後 ３０，０００円
無資格の方→ 契約時 ５，０００円（のみ）

契約に至らなくても、紹介して下さった方には、、、
有資格の方→ クオカード５００円分 ４枚
無資格の方→ クオカード５００円分 ２枚

※インセンティブは、新たなヘルパーを紹介して下さった方にのみ支払われます。皆様のご紹介をお待ちしております

虹の会主催「さいたま市JRの駅無人化やめさせよ！
決起集会」に行ってきました

昨年６月、車椅子ユーザーがさいたま市内のJR駅で「この時間はスロープは出せません」と断られるという事案
が発生しました。今回の集会を主催した『虹の会』が独自に調査したところ、車椅子利用者は駅に来る前に事前連
絡が必要とホームページに記載されていることがわかりました。人員削減で駅の無人化を進めるために、このよう
な対応になったのだと思われます。調べてみると、色々な地域で、無人化が進んでいます。
このような合理化は、全ての利用者が等しくサービスを受ける権利を侵害していると思われます。なぜ車椅子利
用者だけが事前連絡が必要なのでしょうか。このままでは駅員がいないから隣の駅まで歩いて行ってくれといった
笑えない状況も起こりそうです。実際さいたま市の事例だけではなく、九州では無人化は、障害者を差別するもの
だとしてJR九州が提訴されました。今回のさいたま市の件でもJR東日本の対応は、全く後ろ向きで利用者である障
害者のことを考えているとは思えません。障害者が街の風景の中に自然に溶けこめるにはどうしたらよいか、JRに
は公共交通機関として真摯に取り組んでほしいと思います。 （島村）

最近の趣味は、散歩です。友達と話しながら、いろんなところを歩いているだけで、とても楽し
いです。家の半径３キロ圏内ぐらいは、もうすでに歩きつくしたので、これからは最寄駅から大学

の間の駅で降りて、歩いて散策してみようと思っています。毎回、散歩を終えると、携帯の歩数計が数
万歩になっていて、少しうれしい気持ちになります。ひとりでするより、友達と話をしながら散歩をす
ると、数十倍楽しいです。みなさんも、大切な人と散歩してみてはいかがですか。 （種村）

編集後記

はちくりうすでは現在、新型コロナウイルス対策として、人込みや遠出をなるべく控えていただくようにお願いしてい

ます。お出かけ情報につきましてはしばらく掲載を見合わせることにいたします。

誰がかかってもおかしくない新型コロナウィルス感染症。無症状や軽度の人が多いことが分かってきて、そういう場
合でも感染することがあり、感染すると高齢者や基礎疾患のある人は一挙に悪化し死に至る場合もあるという厄介なも
のです。2/25（火）に国の基本方針が出されました。この１・２週間が山という割には緩いと批判が相次いでいます。
「電通」は全従業員在宅勤務、サッカーリーグ協会は試合の中止を打ち出しました。米国のCDCは世界的パンデミック
（蔓延）のおそれと表明する事態になっています。
支援中で一番大事なことは①利用者さんが感染しないように気をつける②支援者が感染しないようにする。そして、
人に移さないようにする。もうこれは個人の予防のレベルを上げていくしか方法がありません。支援にあたるものとし
て、マスク、まめな手洗いの徹底はもちろんのこと、利用者さんへのマスク、手洗いの勧奨をすること、利用者さんの
様子を丁寧にみること、外出は利用者さんの気持ちを見ながら人込みを避けるなど支援の仕方の工夫をすることです。
そして、ヘルパーの皆さん、利用者の皆さん、体調に異変があった場合は必ず事業所に連絡してください。

誰がかかってもおかしくない新型コロナウィルス感染症 ―予防のレベルを上げて身を守るしかない―


